
こ呼応被災地ニー
避
難
所
を
巡
回
し
、

１
１
年
８
月
1
9
日
、

　
岡
山
市
北
区
伊
福
町
に
本
部
を
置
き
、
東
日
本
大
震
災
の
直
後
か
ら
被
災
地
支
援
に
取
り
組
ん

で
き
た
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
医
師
ら
の
派
遣
に
始
ま
っ
た
活
動
は
現
在
、
仮

設
住
宅
で
の
生
活
が
長
期
化
す
る
被
災
者
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
に
軸
足
を
移
す
な
ど
被
災
地
の
ニ
ー

ズ
に
呼
応
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
か
た
ち
を
提
供
し
て
き
た
。
未
曽
有
の
災
害
に
直
面
し
た
被

災
者
の
経
験
を
教
訓
に
、
近
い
将
来
の
発
生
が
見
込
ま
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
も
進
め

て
い
る
。
（
岸
研
一
）

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
援
活
動

医
師
派
遣
か
ら
心
の
ケ
ア
ヘ

　
　
「
月
日
が
た
つ
に
つ
れ
、
被

災
者
の
復
興
へ
の
思
い
に
温
度

差
が
出
始
め
た
」
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

が
岩
手
県
大
槌
町
に
開
設
し
た

大
槌
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
佐
々
木
賀
奈
子
セ
ン
タ
ー
長

（
5
2
）
の
実
感
だ
。

　
震
災
か
ら
４
年
。
一
時
４
７

０
０
人
を
超
え
た
仮
設
住
宅
の

住
民
は
災
害
公
営
住
宅
な
ど
へ

徐
々
に
移
り
、
現
在
は
８
６
０

０
人
余
り
。
同
じ
境
遇
で
手
を

取
り
合
い
、
「
生
き
て
い
る
だ

け
で
よ
か
っ
た
」
「
み
ん
な
で

頑
張
ろ
う
」
と
前
向
き
だ
っ
た

住
民
の
心
情
は
環
境
と
と
も
に

徐
々
に
変
化
し
、
「
ふ
さ
ぎ
込

む
人
か
増
え
た
」
と
言
う
。

　
　
「
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
事
情

を
酌
み
取
っ
た
き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
が
大
切
」
。
現
地
採
用

の
被
災
者
で
も
あ
る
佐
々
木
セ

ン
タ
ー
長
は
そ
う
心
掛
け
、
来

所
者
た
ち
の
声
に
、
敏
感
に
耳

を
傾
け
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
翌
日
ス
タ
ー
ト

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
支
援
は
震
災
翌

日
か
ら
始
ま
っ
た
。
緊
急
医
療

支
援
と
し
て
仙
台
市
へ
医
師
ら

３
人
を
派
遣
し
た
の
を
皮
切
り

に
宮
城
、
岩
手
県
で
は
避
難
所

で
の
巡
回
診
療
を
ス
タ
ー
ト
。

約
１
ヵ
月
半
の
間
に
、
派
遣
し

た
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤
師
ら

は
延
ペ
ー
４
９
人
に
上
っ
内
゜

　
２
０
１
１
年
1
2
月
に
は
針
灸

治
療
や
住
民
の
交
流
を
目
的

被
災
者
の
診
療
を
行
う
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
師
ら
１
２
０

宮
城
県
唇
二
階
町
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供
）

に
、
大
槌
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
開
設
。
仮
設
暮
ら
し
の

高
齢
者
ら
を
中
心
に
、
多
い
月

で
２
５
０
人
の
利
用
が
あ
る
と

い
う
。
セ
ン
タ
ー
は
土
地
を
貸

主
に
返
却
し
た
1
3
年
６
月
以

降
、
ア
パ
ー
ト
の
一
室
に
機
能

を
移
し
た
が
、
1
5
年
度
中
に
は

新
た
な
施
設
を
整
備
す
る
方
針

だ
。

　
「
行
政
の
手
が
行
き
届
き
に

く
い
部
分
を
支
え
て
も
ら
っ
て

お
り
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
大
槌
町

被
災
者
支
援
室
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
1
1
年
度
に
岩

手
、
宮
城
県
の
医
療
職
を
志
望

す
る
高
校
生
ら
を
対
象
に
返
済

義
務
の
な
い
奨
学
金
制
度
を
創ＡＭＤＡが開催したフォーラム｡南海トラフ地震に備え、

東日本大震災被災者の経験を生かす方策を検討した＝２
月１日･、岡山市

設
し
、
1
4
年
度
ま
で
に
２
８
１

人
に
支
給
。
1
3
年
１
月
に
は
仮

設
商
店
街
の
自
慢
の
一
品
を
集

め
た
［
復
興
グ
ル
メ
　
Ｆ
－
１

大
会
］
を
宮
城
県
気
仙
沼
市
で

開
く
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
も
活
動

の
幅
を
広
げ
て
き
た
。

南
海
ト
ラ
フ
意
識

　
　
「
地
震
の
被
害
は
大
丈
夫
で

す
か
」
。
徳
島
県
で
震
度
５
強

の
揺
れ
を
観
測
し
た
２
月
６

日
、
宮
城
県
七
ケ
浜
町
の
自
営

業
岩
本
喜
治
さ
ん
（
5
6
）
か
ら
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
電
話
が
入
っ
た
。

　
そ
の
５
日
前
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

岩
手
、
宮
城
、
福
島
県
の
被
災

者
と
四
国
の
自
治
体
職
員
ら
を

岡
山
市
に
招
き
「
被
災
地
間
相

互
交
流
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
時
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
が
避
難
所
に
入
り
、
自
ら
の

経
験
を
基
に
運
営
に
つ
い
て
助

言
す
る
と
い
っ
た
計
画
を
検
討

し
た
ぱ
か
り
だ
っ
た
。

　
岩
本
さ
ん
は
被
災
者
と
し
て

参
加
し
た
一
人
。
徳
島
の
地
震

を
報
道
で
知
り
、
受
話
器
を
取

っ
た
と
い
い
「
フ
ォ
ー
フ
ム
に

参
加
し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
万

一
の
時
に
は
で
き
る
限
り
の
協

力
を
し
た
い
」
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
震
災
以
降
、
総

社
、
丸
亀
な
ど
中
四
国
８
県
市

町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
順
次
締
結
。
有
事
に
は
物

資
の
提
供
や
職
員
の
派
遣
と
い

っ
た
支
援
を
互
い
に
行
う
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
構
築
し

　
成
渾
貴
子
理
事
長
は
「
避
難

生
活
を
実
際
に
経
験
し
た
人
に

し
か
分
か
ら
な
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る
は
す
だ
。
力
を
借
り

な
が
ら
被
災
者
の
生
活
環
境
の

向
上
や
精
神
的
ケ
ア
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
し
て
お
り
、

震
災
被
災
者
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
て
い
く
考
え
だ
。
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